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（百万円未満切捨て） 

１．平成24年３月期第２四半期の連結業績（平成23年４月１日～平成23年９月30日） 
(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率） 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年３月期第２四半期 155,982 4.5 3,775 △5.0 3,473 △1.8 1,612 0.8
23年３月期第２四半期 149,313 0.6 3,973 △32.5 3,537 △37.4 1,600 △46.6
（注）包括利益  24年３月期第２四半期  △1,039百万円（－％）  23年３月期第２四半期  700百万円（－％） 

 

 
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

 円  銭 円  銭

24年３月期第２四半期 9.56 －
23年３月期第２四半期 9.29 －
 
(2) 連結財政状態 

 総資産 純資産 自己資本比率 
 百万円 百万円 ％ 

24年３月期第２四半期 242,161 113,045 43.4 
23年３月期 232,310 117,421 46.9 
（参考）自己資本    24年３月期第２四半期  105,098百万円  23年３月期  108,912百万円 

 
２．配当の状況 

年間配当金 
 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期  末 合  計 
 円  銭 円  銭 円  銭 円  銭 円  銭

23年３月期 － 5.00 － 5.00 10.00
24年３月期 － 5.00  
24年３月期(予想)  － 5.00 10.00
（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無 
 
３．平成24年３月期の連結業績予想（平成23年４月１日～平成24年３月31日） 

（％表示は、対前期増減率） 

 売  上  高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円  銭

通      期 310,000 1.5 8,000 14.8 7,000 11.0 3,400 60.2 20.29
（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  有 

平成23年５月10日決算発表時の数値のうち売上高および１株当たり当期純利益を変更しております。 

 



４．その他 
 
(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 
：  無 

新規  ―社 （社名     ） 、除外  ―社 （社名     ） 
  
(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ：  無 
  
(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ：  無 
②  ①以外の会計方針の変更 ：  無 
③  会計上の見積りの変更 ：  無 
④  修正再表示 ：  無 

  
(4) 発行済株式数（普通株式）  

①  期末発行済株式数(自己株式を含む) 24年３月期２Ｑ 173,339,287株 23年３月期 173,339,287株
②  期末自己株式数 24年３月期２Ｑ 7,140,090株 23年３月期 1,135,118株
③  期中平均株式数(四半期累計) 24年３月期２Ｑ 168,704,350株 23年３月期２Ｑ 172,249,072株

 
 
※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期

決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了してい

ません。 

 
※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および

合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる

可能性があります。業績予想の前提となる仮定および業績予想のご利用にあたっての注意事項等につ

いては、四半期決算短信【添付資料】5ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報(3)連結業績予

想に関する定性的情報」をご覧ください。 

 



（参考） 

平成24年３月期の個別業績予想（平成23年４月１日～平成24年３月31日） 
（％表示は、対前期増減率） 

 売  上  高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円  銭

通      期 180,000 2.4 5,000 13.9 5,500 17.3 2,600 28.1 15.51
（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  有 
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・平成23年11月10日(木)………アナリスト・機関投資家向け決算説明会 
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

(1)  連結経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期連結累計期間における日本経済は、東日本大震災の影響により減少した生産や輸出は

上向きの動きが見られるものの、企業収益は減少しており、依然として緩やかなデフレ傾向や厳しい

雇用情勢が続きました。今後、サプライチェーンの立て直しや各種政策効果などにより景気が持ち直

していくことが期待されますが、原発事故の影響や欧州債務問題、為替動向など不透明な状況が続く

ものと予想されます。 

このような環境下において、当社グループでは、「ＧＲＯＷＴＨ １０～『“植物のチカラ”を新

たな価値へ』成長１０年構想～」のもと、今年度からスタートした中期経営計画「ＧＲＯＷＴＨ １

０ フェーズⅡ」において、「安定した収益基盤の確立」と「確かな成長の実現」をテーマに事業構

造の変革を進め、利益志向・技術重視・海外市場開拓をキーワードに経営資源の再配分を積極的に推

進してまいります。 

当第２四半期連結累計期間の業績としましては、売上高は前年同期に比べ4.5％増加の1,559億82百

万円となりました。利益面では、営業利益が37億75百万円と前年同期に比べ5.0％、経常利益が34億

73百万円と前年同期に比べ1.8％それぞれ減少しました。四半期純利益においては、投資有価証券評

価損が減少したこともあり前年同期に比べ0.8％増加の16億12百万円となりました。 

 

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。 

当第２四半期連結累計期間より当社グループは、今年度からスタートした中期経営計画の事業戦略

に沿って、従来の「製油関連事業」「ヘルシーフーズ・大豆蛋白事業」「ファインケミカル事業」の

３事業区分から、中国を中心に海外展開を図るとともに、国内においては付加価値化の追求を通じて

より利益志向に行動を変革し安定的な利益獲得を目指す「油脂・油糧事業」、加工食品市場のニーズ

に応える食品素材を提供することにより、国内外に事業領域を広げ「油脂・油糧事業」に次ぐ第２の

収益事業の実現を目指す「加工油脂事業」、おいしさと健康を徹底的に追求した事業展開を行い、フ

ェーズⅢ以降における収益の柱となる事業の確立を目指す「ヘルシーフーズ事業」、成長の核を中国、

欧州市場に位置づけ、安定した収益事業への成長を目指す「ファインケミカル事業」、日本を含む東

アジア市場において、技術力をもとに本格的な展開を目指す「大豆食品素材事業」の５事業区分に再

編しております。 

 

〔油脂・油糧事業〕 

製油業界につきましては、穀物相場が世界の旺盛な食糧需要に支えられ前年同期に比べ大幅に上

昇し高値圏で推移したため、円高にもかかわらず大豆・菜種などの原料価格は、前年同期に比べ上

昇しました。また、国際マーケットにおけるオイルバリューは、堅調な植物油需要により前年同期

に比べ大きく上昇し、採算の取り難い経営環境となりました。 

国内につきましては、油脂製品について引き続き高付加価値商品の拡販を推進するとともに適正

な販売価格の形成に取り組みました。販売数量は前年同期と比べ若干減少しましたが、売上高は販

売価格改定が当初想定したレベルには達していないものの、着実に上昇し前年同期を上回りました。

油粕につきましては、大豆搾油量の減少に伴って販売数量、売上高ともに前年同期を下回りました。 
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大連日清製油有限公司につきましては、中国政府のインフレ抑制策による価格統制等の影響を受

け、販売数量、売上高ともに前年同期に比べ減少し、利益面においても採算性が悪化したことから

前年同期を下回りました。 

これらの結果、当セグメントの売上高は前年同期に比べ3.8%増加の1,016億22百万円となりまし

たが、営業利益は26億14百万円と前年同期に比べ6.8％減少しました。 

 

〔加工油脂事業〕 

国内の加工油脂事業につきましては、チョコレート用油脂をはじめ製菓・製パン向けが堅調に推

移し販売数量、売上高ともに前年同期を上回りました。一方、販売価格は、価格改定を進めること

ができたものの、厳しい市場環境の中、想定通りの改定には至りませんでした。子会社の大東カカ

オにつきましても、東日本大震災の影響による売上高の落ち込みから徐々に回復しておりますが、

一般製菓向けや観光土産市場向けで十分な需要回復に至らず、販売数量、売上高ともに前年同期を

下回りました。 

INTERCONTINENTAL SPECIALTY FATS SDN.BHD.につきましては、パーム油相場の急騰を受けた買い

控えなども影響し、販売数量は前年同期を下回りましたが、売上高は販売価格の上昇により増加し

ました。利益面においてはパーム油相場の影響を受け前年同期を下回りました。 

これらの結果、当セグメントの売上高は前年同期に比べ8.9％増加の418億51百万円となり、営業

利益は、のれんの償却負担が軽減したこともあり9億62百万円と前年同期に比べ26.5％増加しまし

た。 

 

〔ヘルシーフーズ事業〕 

ヘルシーフーズ事業につきましては、東日本大震災の影響による生産減少や供給制限などもあり

ましたが、「ドレッシング」は販売数量、売上高ともに前年同期並みを確保することができました。

一方、高齢者食品については、「トロミ調整食品」のブランド統一による商品訴求の遅れなどもあ

り、販売数量、売上高ともに前年同期を下回りました。 

これらの結果、当セグメントの売上高は前年同期に比べ4.1％減少の36億52百万円となりました

が、営業損失は、のれんの償却負担が軽減したこともあり1億8百万円と前年同期に比べ25百万円改

善しました。 

 

〔ファインケミカル事業〕 

ファインケミカル事業につきましては、東日本大震災の影響による代替受注や既存顧客からの需

要増が重なった結果、特に、中鎖脂肪酸油や汎用化粧品原料、特注化学品が堅調に推移しました。

一方、化成品については、一部の受託生産品が東日本大震災の影響を受けて原材料の入荷が不安定

になったことにより、売上高は前年同期を下回る結果となりました。 

これらの結果、当セグメントの売上高は前年同期に比べ1.2％減少の50億71百万円となりました

が、営業利益は3億80百万円と前年同期に比べ20.3％増加しました。 
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〔大豆食品素材事業〕 

大豆食品素材事業につきましては、生産・販売・技術サポートが一体となった事業展開や、新商

品による顧客・市場開拓を進めてまいりましたが、東日本大震災による需要減退もあり、販売数量、

売上高ともに前年同期を下回りました。 

これらの結果、当セグメントの売上高は前年同期に比べ5.5％減少の21億38百万円となり、営業

利益は9百万円と前年同期に比べ10百万円減少しました。 

 

〔その他〕 

情報システム事業をはじめその他事業の売上高は、東日本大震災による自粛の影響もあり16億45

百万円と前年同期に比べ8.0％減少し、営業利益は1億77百万円と前年同期に比べ14.8％減少しまし

た。 

 

〔地域別売上高〕 

中国、マレーシアなどのアジア向け売上高は、原材料価格等の影響を受け販売数量が減少したた

め前年同期に比べ11.2％減少の239億11百万円となりました。また、欧州、米国などのその他地域

への売上高は、販売価格の上昇等により前年同期に比べ24.4％増加の143億29百万円となりました。

なお、連結売上高に占める海外売上高の割合につきましては、前年同期に比べ1.2ポイント減少し

24.5％となりました。 

 

(2)  連結財政状態に関する定性的情報 

①資産、負債および純資産の状況の分析 

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ98億50百万円増加し、2,421億6

1百万円となりました。主な要因は、たな卸資産が90億21百万円増加したことであります。 

負債は、前連結会計年度末に比べ142億26百万円増加し、1,291億16百万円となりました。1年内償

還予定の社債が償還により50億10百万円減少した一方で、社債が100億円、長期借入金が103億65百万

円、それぞれ増加したことが主な要因であります。 

純資産は、主に、自己株式を22億67百万円取得したことによる減少、その他の包括利益累計額の22

億97百万円減少により、前連結会計年度末に比べ43億76百万円減少し、1,130億45百万円となりまし

た。 

 

②キャッシュ・フローの状況の分析 

当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に対して、24億15

百万円増加し、184億8百万円となりました。 

〔営業活動によるキャッシュ・フロー〕 

営業活動によるキャッシュ・フローは、64億51百万円の減少となりました。主な内訳は、税金等

調整前四半期純利益31億46百万円および減価償却費30億6百万円による増加、たな卸資産の増加88

億36百万円および仕入債務の減少39億16百万円による減少であります。 
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〔投資活動によるキャッシュ・フロー〕 

投資活動によるキャッシュ・フローは、37億85百万円の減少となりました。主な内訳は、有形固

定資産の取得による支出21億22百万円、連結の範囲の変更を伴う関係会社株式の取得による支出18

億29百万円であります。 

〔財務活動によるキャッシュ・フロー〕 

財務活動によるキャッシュ・フローは、125億58百万円の増加となりました。社債の償還による

支出50億10百万円、自己株式の取得による支出22億67百万円の減少要因の一方で、長期借入れによ

る収入124億22百万円、社債の発行による収入99億33百万円の増加要因があったことが主な要因で

あります。 

 

(3)  連結業績予想に関する定性的情報 

平成23年５月10日に公表しました平成24年３月期連結業績予想数値を以下のとおり修正しておりま

す。詳細は、本日平成23年11月４日公表の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 

 

平成24年３月期連結業績予想数値の修正（平成23年４月１日～平成24年３月31日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ）
百万円

343,000

百万円

8,000

百万円

7,000

百万円 

3,400 

円 銭

19.74

今回修正予想（Ｂ） 310,000 8,000 7,000 3,400 20.29

増減額（Ｂ－Ａ） △33,000 － －  

増減率（ ％ ） △9.6 － －  

（参考）前期実績 

（平成23年3月期） 
305,297 6,966 6,308 2,122 12.32

（注）平成23年5月10日の予想数値のうち、売上高および1株当たり当期純利益を変更しております。 
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２．サマリー情報（その他）に関する事項 

(1)  当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

(2)  四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

 

(3)  会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

該当事項はありません。 

 

(4)  追加情報 

会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用 

第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計

上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準」(企業会計基準第24号  平成21年12月４日)及び「会計

上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第24号  平成21年

12月４日)を適用しております。 

 

 

日清オイリオグループ㈱　(2602)　平成24年3月期　第2四半期決算短信

－6－



  

３．四半期連結財務諸表
（１）四半期連結貸借対照表

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 16,124 8,056

受取手形及び売掛金 56,941 55,874

有価証券 3,725 3,418

たな卸資産 47,727 56,748

その他 10,851 19,386

貸倒引当金 △14 △15

流動資産合計 135,356 143,469

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 26,569 26,216

機械装置及び運搬具（純額） 17,170 16,855

土地 27,871 27,873

その他（純額） 2,249 2,655

有形固定資産合計 73,861 73,600

無形固定資産

のれん 266 219

その他 1,773 1,875

無形固定資産合計 2,040 2,095

投資その他の資産

投資有価証券 15,954 15,499

その他 5,535 7,872

貸倒引当金 △438 △441

投資その他の資産合計 21,052 22,930

固定資産合計 96,954 98,626

繰延資産

社債発行費 － 65

繰延資産合計 － 65

資産合計 232,310 242,161
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 35,458 31,795

短期借入金 21,222 21,468

1年内償還予定の社債 5,010 －

未払法人税等 289 1,296

引当金 63 28

その他 15,004 16,423

流動負債合計 77,048 71,012

固定負債

社債 20,000 30,000

長期借入金 8,676 19,042

引当金 2,280 2,248

負ののれん 22 18

その他 6,860 6,794

固定負債合計 37,840 58,103

負債合計 114,889 129,116

純資産の部

株主資本

資本金 16,332 16,332

資本剰余金 26,072 26,072

利益剰余金 66,144 66,894

自己株式 △508 △2,775

株主資本合計 108,039 106,523

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △81 △240

繰延ヘッジ損益 2,457 158

為替換算調整勘定 △1,502 △1,342

その他の包括利益累計額合計 872 △1,424

少数株主持分 8,508 7,946

純資産合計 117,421 113,045

負債純資産合計 232,310 242,161
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
四半期連結損益計算書
第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年９月30日)

売上高 149,313 155,982

売上原価 122,956 130,815

売上総利益 26,356 25,167

販売費及び一般管理費 22,382 21,392

営業利益 3,973 3,775

営業外収益

受取利息 51 39

受取配当金 134 154

為替差益 － 118

負ののれん償却額 4 4

持分法による投資利益 54 101

その他 212 132

営業外収益合計 456 552

営業外費用

支払利息 533 646

為替差損 124 －

たな卸資産処分損 107 47

その他 127 159

営業外費用合計 892 853

経常利益 3,537 3,473

特別利益

投資有価証券売却益 － 126

関係会社株式交換益 371 －

貸倒引当金戻入額 9 －

負ののれん発生益 17 －

特別利益合計 398 126

特別損失

災害による損失 － 170

固定資産売却損 － 10

固定資産除却損 109 115

投資有価証券売却損 1 －

投資有価証券評価損 1,689 157

段階取得に係る差損 70 －

事業整理損 133 －

拠点移転費 47 －

特別損失合計 2,051 454

税金等調整前四半期純利益 1,884 3,146

法人税等 △10 1,424

少数株主損益調整前四半期純利益 1,895 1,721

少数株主利益 295 109

四半期純利益 1,600 1,612
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四半期連結包括利益計算書
第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,895 1,721

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △167 △151

繰延ヘッジ損益 △908 △2,811

為替換算調整勘定 △53 194

持分法適用会社に対する持分相当額 △65 7

その他の包括利益合計 △1,195 △2,761

四半期包括利益 700 △1,039

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 415 △685

少数株主に係る四半期包括利益 284 △354
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,884 3,146

減価償却費 3,070 3,006

のれん償却額 460 42

退職給付引当金の増減額（△は減少） △49 2

受取利息及び受取配当金 △186 △194

支払利息 533 646

持分法による投資損益（△は益） △54 △101

災害損失 － 170

固定資産除売却損益（△は益） 109 126

投資有価証券売却損益（△は益） 1 △126

投資有価証券評価損益（△は益） 1,689 157

関係会社株式交換益 △371 －

段階取得に係る差損益（△は益） 70 －

負ののれん発生益 △17 －

事業整理損失 133 －

拠点移転費 47 －

売上債権の増減額（△は増加） 2,196 1,329

たな卸資産の増減額（△は増加） △4,791 △8,836

仕入債務の増減額（△は減少） 2,448 △3,916

その他 △1,249 △1,359

小計 5,925 △5,907

利息及び配当金の受取額 185 193

利息の支払額 △532 △642

法人税等の支払額 △1,743 △95

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,834 △6,451

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の純増減額（△は増加） △0 △2

有形固定資産の取得による支出 △2,898 △2,122

有形固定資産の売却による収入 － 8

投資有価証券の取得による支出 △12 △40

投資有価証券の売却による収入 7 180

投資有価証券の償還による収入 － 300

連結の範囲の変更を伴う関係会社株式の 
取得による支出

－ △1,829

連結の範囲の変更を伴う関係会社株式の 
取得による収入

271 －

関係会社株式の取得による支出 △226 －

その他 △232 △280

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,090 △3,785
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(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 2,282 628

長期借入れによる収入 633 12,422

長期借入金の返済による支出 △1,586 △1,976

社債の発行による収入 － 9,933

社債の償還による支出 △10 △5,010

配当金の支払額 △861 △861

自己株式の売却による収入 1 －

自己株式の取得による支出 △3 △2,267

少数株主への配当金の支払額 △38 △212

その他 △130 △97

財務活動によるキャッシュ・フロー 285 12,558

現金及び現金同等物に係る換算差額 △92 95

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 936 2,415

現金及び現金同等物の期首残高 22,665 15,992

現金及び現金同等物の四半期末残高 23,602 18,408
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(4) 継続企業の前提に関する注記 

当第２四半期連結累計期間（自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日） 

該当事項はありません。 

 

(5) 連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更 

当第２四半期連結累計期間（自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日） 

連結の範囲の変更 

当社は平成23年３月25日開催の取締役会決議に基づきIndustrial Quimica Lasem, S.A.（スペイ

ン）の株式を平成23年７月21日に取得いたしました。これに伴い、同社を第２四半期連結会計期間

末より連結の範囲に含めております。 

 

(6) セグメント情報等 

【セグメント情報】 

Ⅰ  前第２四半期連結累計期間（自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日） 

 

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円） 

報告セグメント 

 
製油関連 
事業 

ヘルシーフ
ーズ・大豆
蛋白事業

ファイン
ケミカル
事業 

計 

その他 
(注)１ 

合計 
調整額 
(注)２ 

四半期連結
損益計算書
計上額 
(注)３ 

売上高    

  外部顧客に対する 
  売上高 

136,198 4,959 2,913 144,071 5,241 149,313 － 149,313

  セグメント間の内部
売上高又は振替高 

722 47 31 801 7,459 8,261 (8,261) －

計 136,920 5,007 2,945 144,873 12,701 157,574 (8,261) 149,313

セグメント利益 
又は損失（△） 

2,969 △98 212 3,083 887 3,970 3 3,973

(注) １  「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、情報システム事業、エンジニ

アリング事業等を含んでおります。 

２  セグメント利益の調整額3百万円は、セグメント間取引消去額であります。 
３  セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

２ 地域に関する情報 

    (単位：百万円) 

 日本 アジア その他 合計 

売上高 110,873 26,918 11,521 149,313

売上高に占める比率 74.3% 18.0% 7.7% 100.0%

注)  売上高は顧客の所在地を基礎とし、国または地域に分類しております。 
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(参考情報) 

所在地別セグメント情報 

前第２四半期連結累計期間（自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日） 

  （単位：百万円）

 日本 アジア 計 調整額 連結 

売上高      

  外部顧客に対する売上高 109,853 39,459 149,313 － 149,313

  セグメント間の内部 
売上高又は振替高 

387 3,103 3,491 (3,491) －

計 110,241 42,562 152,804 (3,491) 149,313

営業利益 2,843 1,122 3,966 7 3,973

(注)  国または地域の区分の方法および各区分に属する主な国または地域 

(1)国または地域の区分の方法・・・・・・・地理的近接度による 

(2)各区分に属する主な国または地域・・・・アジア：中国、マレーシア、シンガポール 

 

Ⅱ  当第２四半期連結累計期間（自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日） 

 

１ 報告セグメントの概要 

当社は、本社に製品別の事業部を置き、各事業部は取り扱う製品について国内および海外の包括的な

戦略を立案し事業活動を展開しております。したがって、当社は事業部を基礎とした製品別セグメント

から構成されており、「油脂・油糧事業」、「加工油脂事業」、「ヘルシーフーズ事業」、「ファイン

ケミカル事業」および「大豆食品素材事業」の５つを報告セグメントとしております。 

各報告セグメントの主な製品は、以下のとおりであります。 

事  業  区  分 主  要  製  品 

油脂・油糧事業 家庭用食用油、業務用食用油、加工用油脂、油粕 

加工油脂事業 
パーム加工品、チョコレート用油脂、マーガリン、ショートニング、チョコレ

ート関連製品 

ヘルシーフーズ事業 
ドレッシング・マヨネーズ類、生活習慣病対応食品、高齢者・介護食品、 

治療関連食品、栄養調整食品、機能性素材、豆腐類 

ファインケミカル事業 
化粧品・トイレタリー原料、化学品、中鎖脂肪酸油、レシチン、トコフェロー

ル、洗剤、殺菌洗浄剤、界面活性剤 

大豆食品素材事業 食品大豆、大豆たん白 

その他 コンピューター関連、販売促進、スポーツ施設経営、損害保険代理 
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２ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円） 

(注) １  「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、情報システム事業等を含んで

おります。 

２  セグメント利益の調整額△259百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用等が含まれて

おります。なお、全社費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

３  セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

３ 報告セグメントの変更等に関する事項 

従来、報告セグメントの事業区分は「製油関連事業」、「ヘルシーフーズ・大豆蛋白事業」および

「ファインケミカル事業」の３事業区分に分類しておりましたが、平成23年度からの中期経営計画「Ｇ

ＲＯＷＴＨ １０ フェーズⅡ」の事業戦略に沿って、「油脂・油糧事業」、「加工油脂事業」、「ヘル

シーフーズ事業」、「ファインケミカル事業」および「大豆食品素材事業」の５事業区分に変更してお

ります。「フェーズⅡ」においては、「安定した収益基盤の確立」と「確かな成長の実現」の２点をテ

ーマに事業構造の変革を進め、これまで以上に利益志向・技術重視・海外市場の開拓をキーワードに経

営資源の再配分を積極的に推進します。なお、この事業区分の変更は、当社グループの経営管理の実態

を適正に表示するためのものであります。 

 

前連結会計年度の対応する四半期連結累計期間について、変更後の区分方法により作成した報告セグ

メントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報は、以下のとおりであります。 

(参考）前第２四半期連結累計期間（自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日） 

（単位：百万円） 

報告セグメント 

 
油脂・ 
油糧事業 

加工油脂 
事業 

ヘルシー
フーズ
事業 

ファイン
ケミカル
事業 

大豆食品
素材事業

計 

その他
(注)１

合計 
調整額
(注)２

四半期
連結損益
計算書
計上額
(注)３

売上高    

  外部顧客に対する 
  売上高 

101,622 41,851 3,652 5,071 2,138 154,337 1,645 155,982 － 155,982

  セグメント間の内部
売上高又は振替高 

1,321 1,898 38 38 27 3,323 985 4,309 (4,309) －

計 102,943 43,750 3,691 5,109 2,165 157,661 2,631 160,292 (4,309) 155,982

セグメント利益 
又は損失（△） 

2,614 962 △108 380 9 3,857 177 4,034 (259) 3,775

報告セグメント 

 
油脂・ 
油糧事業 

加工油脂 
事業 

ヘルシー
フーズ
事業 

ファイン
ケミカル
事業 

大豆食品
素材事業

計 
その他 合計 調整額

四半期
連結損益
計算書
計上額

売上高    

  外部顧客に対する 
  売上高 

97,896 38,421 3,809 5,135 2,261 147,524 1,788 149,313 － 149,313

  セグメント間の内部
売上高又は振替高 

1,166 1,826 35 31 12 3,072 1,064 4,136 (4,136) －

計 99,062 40,247 3,844 5,167 2,274 150,596 2,853 153,449 (4,136) 149,313

セグメント利益 
又は損失（△） 

2,803 760 △134 316 19 3,766 208 3,974 (0) 3,973
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４ 地域に関する情報 

    (単位：百万円) 

 日本 アジア その他 その他 

売上高 117,742 23,911 14,329 155,982

売上高に占める比率 75.5% 15.3% 9.2% 100.0%

(注)  売上高は顧客の所在地を基礎とし、国または地域に分類しております。 
 

(参考情報) 

所在地別セグメント情報 

当第２四半期連結累計期間（自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日） 

  （単位：百万円）

 日本 アジア 計 調整額 連結 

売上高      

  外部顧客に対する 
  売上高 

115,557 40,425 155,982 － 155,982

  セグメント間の内部 
売上高又は振替高 

152 2,905 3,057 (3,057) －

計 115,709 43,330 159,040 (3,057) 155,982

営業利益 3,196 523 3,720 55 3,775

(注)  国または地域の区分の方法および各区分に属する主な国または地域 

(1)国または地域の区分の方法・・・・・・・地理的近接度による 

(2)各区分に属する主な国または地域・・・・アジア：中国、マレーシア、シンガポール 

 

(7) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

当第２四半期連結累計期間（自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日） 

該当事項はありません。 

 

４．（参考）補足情報 

個別業績の概要 

平成24年３月期第２四半期の個別経営成績（平成23年４月１日～平成23年９月30日） 
 （％表示は、対前年同四半期増減率） 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年３月期第２四半期 92,535 4.9 2,620 3.5 3,315 9.2 2,086 8.6
23年３月期第２四半期 88,231 △5.0 2,530 △46.0 3,037 △39.0 1,920 △34.0
（注）個別業績数値は、四半期財務諸表等規則に基づいて作成しておりますが、法定開示におけるレビュー対象

ではありません。 
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